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HOT TOPIC
ペットフード中の糖質

ペットフード中に含まれる少量の糖質は重要
な機能を有していますが、ペットオーナーは
しばしば糖質を、カロリーを付加して肥満や
糖尿病の原因となる原材料にすぎないと考え
ています1,2。

栄養に関するコミュニケーションに必要な科
学的事実をPurina Institute（ピュリナインス
ティテュート）がお届けします。

概要 糖質とは？

化学的な視点から見ると、糖類は炭水化物です。「単純
糖質」はその化学構造にもとづいて、単糖類（グルコース、
フルクトース、ガラクトース）、二糖類（ショ糖、乳糖、麦
芽糖）および単糖類から派生した産物である「糖アルコー
ル」に分類されます。

また、糖質はリンゴやニンジンなど果物や野菜の天然成
分で、ペットフードの原材料として用いられます3。
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32種類の犬用おやつに含まれる単純糖質の分析
総MEとの比較

グルコース

フルクトース

ショ糖

4.6%

0.7%

0.4%

10%未満

重要なのは理想的なボディコン
ディション（9ポイントの評価尺度の
うち4または5）を維持することであ
り、バランスのとれた総合栄養食
以外のおやつなどを総カロリー摂
取量の10%未満に制限することで
す14,15。

何故ペットフードに糖質が入っているのです
か？

糖質はペットの肥満や糖尿病の原因にはなり
ませんか？

ペットフードにはどのくらいの糖質が含まれ
ていますか？

糖質には、年齢や体重、ライフステージ、ライフスタイルによっ
て異なるペットのエネルギー要求量を満たすのを助ける役割が
あります。例えばグルコースは体細胞の主要なエネルギー源で
すが、乳糖は早期発達に重要な物質です1,2,4。ペットと人では
代謝経路が異なるかもしれませんが、犬も猫もペットフード中
の糖質を代謝して利用することができます5-8,10。また、少量の
糖質は、ペットフードやおやつの食感や外観、香味をよいもの
とし、賞味期限を伸ばします12,13。

多くの人が糖質を肥満の原因だと考えています。しかし、犬や
猫における肥満の主なリスク因子は過剰なカロリー摂取です
14,15。同一重量で比較すると、糖質は脂質やタンパク質よりもカ
ロリーが少ないです9,16。また、犬や猫の糖尿病の主要なリスク
因子は、食物由来の糖質ではなく肥満です8,11。

ペットフードに含まれる糖質は、食事中の総代謝可能エネルギー
（ME）のごくわずかな割合を占めるにすぎません。バランスのと

れた総合栄養食に含まれる炭水化物の大部分はオリゴ糖か多
糖類で、しばしば「複合炭水化物」と呼ばれます2。1件の研究で
は、32種類の犬用おやつの糖質量とMEを比較していますが、
総MEとの比較でグルコース、フルクトースおよびショ糖の量が
最も多かったときの割合は、それぞれ0.7%、0.4%、および
4.6%でした13。
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